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 牛の感染症は、ウイルス、細菌、マイコプラズマ、寄生虫、真菌
など様々な病原微生物により発症し、地域によって異なる疾病
が問題になっていると考えられる。

 本調査においては、多くの臨床獣医師が生産現場で日常的に
遭遇する日和見感染あるいは潜伏感染に注目し、全国各地に
おけるそれら感染症の発症状況ならびにその問題点、またそ
の対策について明らかにすることを目的とした。

調査目的
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調査名： 牛感染症に関する調査
調査期間： 2013/2/4～3/26
有効回答数： 310件（39道府県）

（人）

回答者情報

回答者地域
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所属

NOSAI

開業

その他団体

87%

13%

性別

男性

女性
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26%
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31%

年齢

20代

30代

40代

50代以上
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12%

12%

23%

33%

12%

臨床経験年数

0～2年

3～5年

6～9年

10～19年

20～29年

30年以上

回答者情報

n=310



乳用成牛, 
139

肥育牛, 24

繁殖牛, 60

育成子牛, 20

乳用と肉用

牛が同等程

度, 54

その他 , 
13

1. 診療対象について
1） あなたの主な診療対象家畜はどれですか。（回答は1つ）

n=310



1位

2位

3位

4位

5位

0

50

100

150

乳房炎 下痢 肺炎 子宮炎 突然死 蹄疾患 流産 血液疾患 腫瘍性疾患 神経性疾患 奇形 特になし

1位 118 102 83 2 2 1 1 1 0 0 0 0

2位 61 113 117 8 2 4 0 0 1 1 0 3

3位 90 84 83 9 4 16 4 3 6 1 0 10

4位 50 69 69 32 2 28 9 7 4 1 5 34

5位 35 63 41 29 10 36 12 12 11 4 3 54

2. 感染症の発症状況について
1） 感染症のうち、被害や発生数が多かった疾患名を順に5つ選択して下さい。

（件）

乳房炎、下痢症、肺炎が牛の3大感染症であることが改めて確認された
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1位 57 28 25 18 16 15 14 13 9 9 6 6 2 2 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 37 47 0

2位 36 23 18 21 15 20 33 26 14 7 7 5 7 2 4 2 1 0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 0 8 54 3

3位 40 30 11 18 13 14 23 12 16 7 4 3 2 0 5 9 8 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 24 58 10

4位 27 19 8 11 7 12 21 19 8 8 6 5 2 2 1 10 10 2 1 0 3 1 0 5 1 1 1 0 11 74 34

5位 21 13 7 9 5 3 22 11 9 3 7 2 2 3 8 15 16 2 2 0 5 2 0 6 4 2 0 1 13 63 54

アイノ
ラブド（牛流行熱）
レオ（イバラキ病）
ヘルペス（悪性カタル）

2. 感染症の発症状況について
2） 1）の感染症のうち、原因となる病原体名を順に5つ選択して下さい。

（件）

1位 32 5

2位 3 4

3位 14 6 1 1

4位 2 4 1

5位 4 2 3

連鎖

球菌
CNS

スピロ

ヘー

タ

ボル

ナ

その他



下痢 肺炎 子宮炎 乳房炎 蹄疾患 流産 奇形
神経性

疾患
腫瘍性

疾患
血液疾

患
突然死

0

100

200

300

400

乳用成牛

肥育牛

繁殖（子牛を含む）

乳用と肉用牛が同等程度

その他

乳用成牛 肥育牛 繁殖（子牛を含む） 乳用と肉用牛が同等程度 その他

下痢 67 32 257 35 40

肺炎 35 114 180 33 31

子宮炎 65 0 11 4 0

乳房炎 349 0 3 2 0

蹄疾患 78 5 1 1 0

流産 18 0 7 0 1

奇形 3 0 2 1 2

神経性疾患 2 1 2 2 0

腫瘍性疾患 4 0 12 4 2

血液疾患 12 0 10 1 0

突然死 8 8 2 1 1

2. 感染症の発症状況について
3） 1）の感染症が発生した牛群で、被害が深刻な牧場の牛の用役は何ですか。（回答は1つ）

（件）



2. 感染症の発症状況について
4） 1）の感染症の被害が深刻な牧場の全体の飼育規模をお答えください。（回答は1つ）

（件）

下痢 肺炎 子宮炎 乳房炎 蹄疾患 流産 奇形
神経性

疾患
腫瘍性

疾患
血液疾

患
突然死

0

50

100

150

200

20頭以下

21～50頭

51～100頭

101～200頭

201～500頭

501～1000頭

1001頭以上

20頭以下 21～50頭 51～100頭 101～200頭 201～500頭 501～1000頭 1001頭以上

下痢 69 147 113 49 25 20 8

肺炎 23 75 104 70 52 43 26

子宮炎 5 33 25 12 3 1 1

乳房炎 10 156 119 49 14 4 2

蹄疾患 2 21 27 22 10 0 3

流産 3 8 6 3 2 2 2

奇形 2 4 2 0 0 0 0

神経性疾患 0 1 4 1 1 0 0

腫瘍性疾患 2 10 4 4 2 0 0

血液疾患 5 9 4 5 0 0 0

突然死 0 6 2 3 1 3 5



下痢 肺炎 子宮炎 乳房炎 蹄疾患 流産 奇形 神経性

疾患
腫瘍性

疾患
血液疾

患
突然死

0

100

200

300

病原体の分離または抗体価の上昇

臨床症状が典型的

その地域への流行情報に症状が類似

以前からその地域に蔓延している情報から

臨床経験に基づいて診断

その他

病原体の分離または抗

体価の上昇
臨床症状が典型的

その地域への流行情報

に症状が類似

以前からその地域に蔓

延している情報から

臨床経験に基づいて診

断
その他

下痢 232 214 34 42 77 23

肺炎 183 185 32 31 79 24

子宮炎 8 43 1 3 25 8

乳房炎 279 110 0 7 30 14

蹄疾患 0 67 6 9 18 2

流産 16 11 2 1 4 2

奇形 4 5 3 0 0 0

神経性疾患 5 3 1 0 0 0

腫瘍性疾患 18 10 1 3 2 0

血液疾患 17 9 2 6 3 1

突然死 11 6 0 0 3 2

2. 感染症の発症状況について
5） 1）の感染症の診断方法についてそれぞれお答えください。（回答はいくつでも）

（件）



下痢 肺炎
子宮炎 乳房炎 蹄疾患 流産 奇形

神経性疾患腫瘍性疾患 血液疾患 突然死

0

100

200

300

ワクチン接種

消毒や衛生指導

飼養環境改善

定期的な検査

作業手順等の飼育管理の見直し

その他

特になし

ワクチン接種 消毒や衛生指導 飼養環境改善 定期的な検査
作業手順等の飼育管

理の見直し
その他 特になし

下痢 161 292 241 19 42 30 9

肺炎 225 226 248 24 42 9 9

子宮炎 0 23 36 9 13 5 21

乳房炎 11 212 166 68 145 11 24

蹄疾患 0 51 53 6 7 3 4

流産 12 5 7 6 3 2 3

奇形 7 0 1 1 0 0 0

神経性疾患 3 3 4 2 0 0 0

腫瘍性疾患 0 5 5 7 7 3 4

血液疾患 0 7 8 11 5 1 1

突然死 10 9 11 3 2 1 1

2. 感染症の発症状況について
6） 1）の感染症予防のために、生産者にどのような指導をしていますか。（回答はいくつでも）

（件）



下痢 肺炎
子宮炎 乳房炎 蹄疾患 流産 奇形

神経性疾患
腫瘍性疾患 血液疾患 突然死

0

100

200

300

初乳摂取を確実にする
牛舎の通気、換気

糞尿処理法

生産者の管理方法の啓蒙

飼料、敷料の変更

ウシの導入対策

その他

特にない

初乳摂取を確実

にする
牛舎の通気、換気 糞尿処理法

生産者の管理方

法の啓蒙
飼料、敷料の変更 ウシの導入対策 その他 特にない

下痢 181 83 113 209 163 23 50 14

肺炎 101 284 58 144 82 89 27 3

子宮炎 0 5 6 39 22 0 9 24

乳房炎 1 33 42 272 128 10 32 7

蹄疾患 0 13 23 48 35 15 8 4

流産 1 1 2 10 2 4 4 7

奇形 0 0 0 1 0 0 4 3

神経性疾患 1 0 0 3 2 2 0 2

腫瘍性疾患 0 0 0 10 0 8 9 2

血液疾患 0 0 0 9 1 13 2 3

突然死 0 2 2 9 7 1 4 4

2. 感染症の発症状況について
7） 1）の感染症が発生した農家の改善すべき点はどこだと思いますか。（回答はいくつでも）



0

200

400

下痢が多い

初産年齢が高い

増体が悪い

受胎率が低い

その他

下痢が多い
呼吸器疾患が

多い

初産年齢が高

い

発育不良が多

い
増体が悪い 発情が鈍い 受胎率が低い 流産が多い その他 特にない

下痢 301 94 6 114 99 31 19 4 22 61

肺炎 90 286 4 95 87 17 10 2 23 43

子宮炎 4 1 2 2 3 28 37 7 7 27

乳房炎 10 6 5 6 8 59 57 7 68 192

蹄疾患 5 2 1 5 13 28 24 5 9 28

流産 1 1 0 2 1 3 7 16 1 5

奇形 0 0 1 0 0 1 0 1 0 5

神経性疾患 2 2 0 1 1 0 0 0 0 3

腫瘍性疾患 2 1 0 0 0 3 0 1 4 14

血液疾患 1 0 1 2 7 0 1 1 4 9

突然死 3 4 0 0 1 0 0 0 4 9

2. 感染症の発症状況について
8） 1）の感染症の発生農家で、診療時に気になる点をお答えください。（回答はいくつでも）

（件）



0 20 40 60 80 100

ロタ

コロナ

IBR

BVD

PI3

RS

AD7

アカバネ

チュウザン

アイノ

ラブド（牛流行熱）

レオ（イバラキ病）

BLV（ウシ白血病）

ヘルペス（悪性カタル）

大腸菌

サルモネラ

クレブジエラ

黄色ブドウ球菌

ヒストフィルス

パスツレラ

マンヘミア

ボツリヌス

クロストリジウム

トレポネーマ

リステリア

マイコバクテリウム

アルカノバクテリウム

マイコプラズマ

クリプトスポリジウム

コクシジウム

ネオスポラ

住血原虫（タイレリア、バベシア）

その他

26

45

32

27

5

95

6

3

0

0

1

1

37

0

8

15

1

15

1

23

30

0

1

12

1

4

0

72

25

37

2

6

11

1-2） 1-1）において感染症の拡大（流行や発症）について

経験が「ある」とお答えになった方は、どのような感染症でし
たか。（回答は5つ以内）

ある, 180

ない, 130

1-1） 牛の移動に際し、感染症の拡大（流行や発症）につ
いて経験がありますか。（回答は1つ）

3. 感染症の拡大ならびに最近の流行について
1） 感染症の拡大（流行や発症）の経験について

（件）

n=310

PDD（2）、BRDC（1）、トリコフィートン
（1）、フソバクテリウム（1）、住肉胞子虫
（1）、肺炎・下痢（1）、皮膚真菌症（1）

約6割の回答者が経験



ある, 194

ない, 116

2-1） 最近の診療管轄内で問題となってきた感染症の流行
について経験がありますか。（回答は1つ） 0 20 40 60 80 100

ロタ

コロナ

IBR

BVD

PI3

RS

AD7

アカバネ

チュウザン

アイノ

ラブド（牛流行熱）

レオ（イバラキ病）

BLV（ウシ白血病）

ヘルペス（悪性カタル）

大腸菌

サルモネラ

クレブジエラ

黄色ブドウ球菌

ヒストフィルス

パスツレラ

マンヘミア

ボツリヌス

クロストリジウム

トレポネーマ

リステリア

マイコバクテリウム

アルカノバクテリウム

マイコプラズマ

クリプトスポリジウム

コクシジウム

ネオスポラ

住血原虫（タイレリア、バベシア）

その他

19

29

6

20

0

68

1

13

0

1

0

0

74

1

9

30

6

16

1

6

10

5

5

10

1

2

0

89

38

26

7

5

5

2-2） 2-1）において感染症の流行について経験が「ある」と

お答えになった方は、どのような感染症でしたか。（回答は
5つ以内）

3. 感染症の拡大ならびに最近の流行について
2） 最近の診療管轄内で問題となってきた感染症の流行について

（件）

n=310

Lawsonia intracellualis（1）、
ノロ（1）、ボルナ（1）、ヨーネ
病（1）、連鎖球菌（1）

約6割の回答者が経験



4. ワクチンについて
1） 以下に記載されている任意ワクチンの接種状況をお答えください。（各ワクチンに回答1つ）

226

139

147

150

129

196

40

85

15

10

84

171

163

160

181

114

270

225

295

300

ウシウイルス性肺炎・腸炎の予防不活化ワクチン（IBR、

BVD、PI3、RS、アデノ等）の単体あるいは混合

ウシウイルス性肺炎・腸炎の予防生ワクチン

ウシ細菌性肺炎予防のワクチン（ヒストフィルス、パスツレ

ラ、マンヘミア、ヘモフィルス等）

ウシウイルス性腸炎の予防不活化ワクチン（コロナ、ロタ等）

ウシ細菌性腸炎の予防ワクチン

胎子感染の予防ワクチン（アカバネ病、牛のチュウザン、ア

イノウイルス等）

牛流行熱及びイバラキ病の予防ワクチン

ウシ突然死細菌の予防ワクチン（気腫疽、ボツリヌス、クロ

ストリジウム、炭疽等）

サルモネラ

その他

使用している 使用していない

（人）n=310

72.9%

63.2%

48.4%

47.4%

44.8%

41.6%

12.9%

27.4%

4.8%

使用率



19

15

14

3

5

2

0

0

0

1

20

8

9

1

0

0

2

1

0

0

71

59

58

2

5

0

1

2

0

0

51

27

7

3

0

5

0

12

1

1

10

2

1

0

0

1

1

2

0

0

10

7

7

0

0

0

0

5

0

1

50

26

31

0

2

2

5

6

0

1

35

14

2

87

108

16

2

3

1

4

43

20

8

29

9

114

15

43

13

2

15

15

7

39

3

84

17

4

0

0

28

21

31

3

7

4

4

17

2

2

ウシウイルス性肺炎・腸炎の予防不活化ワクチン

（IBR、BVD、PI3、RS、アデノ等）の単体あるいは混合

ウシウイルス性肺炎・腸炎の予防生ワクチン

ウシ細菌性肺炎予防のワクチン（ヒストフィルス、パ

スツレラ、マンヘミア、ヘモフィルス等）

ウシウイルス性腸炎の予防不活化ワクチン（コロ

ナ、ロタ等）

ウシ細菌性腸炎の予防ワクチン

胎子感染の予防ワクチン（アカバネ病、牛のチュウ

ザン、アイノウイルス等）

牛流行熱及びイバラキ病の予防ワクチン

ウシ突然死細菌の予防ワクチン（気腫疽、ボツリヌ

ス、クロストリジウム、炭疽等）

サルモネラ

その他

出生後1か月以内 離乳前 出生後3か月以内 共同牧野入牧前

放牧開始前 共同牧野入牧後 移動あるいは品評会参加前 妊娠期

毎年定期的に 季節に合わせて その他

4. ワクチンについて
2） 1）で選択したワクチンの最初の接種時期はいつですか。（回答はいくつでも）

（件）

n=226

n=139

n=147

n=150

n=129

n=196

n=40

n=85

n=15

n=10



ウシウイルス性肺炎・腸炎の予防不活化ワクチン

（IBR、BVD、PI3、RS、アデノ等）の単体あるいは混合

ウシウイルス性肺炎・腸炎の予防生ワクチン

ウシ細菌性肺炎予防のワクチン（ヒストフィルス、パス

ツレラ、マンヘミア、ヘモフィルス等）

ウシウイルス性腸炎の予防不活化ワクチン（コロナ、

ロタ等）

ウシ細菌性腸炎の予防ワクチン

胎子感染の予防ワクチン（アカバネ病、牛のチュウザ

ン、アイノウイルス等）

牛流行熱及びイバラキ病の予防ワクチン

ウシ突然死細菌の予防ワクチン（気腫疽、ボツリヌス、

クロストリジウム、炭疽等）

サルモネラ

その他

137

107

115

101

97

170

36

62

8

5

84

32

31

44

29

22

3

15

6

4

1

0

0

1

1

1

0

6

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

1

4

2

3

1

2

1

0

1回 2回 3回 4回 5回以上

4. ワクチンについて
3） 1）で選択したワクチンの接種回数は何回ですか。（回答は1つ）

（件）

n=226

n=139

n=147

n=150

n=129

n=196

n=40

n=85

n=15

n=10

不活化

不活化

不活化、生

不活化、生

不活化、生、トキソイド

不活化



ウシウイルス性肺炎・腸炎の予防不活化ワクチン（IBR、

BVD、PI3、RS、アデノ等）の単体あるいは混合

ウシウイルス性肺炎・腸炎の予防生ワクチン

ウシ細菌性肺炎予防のワクチン（ヒストフィルス、パスツ

レラ、マンヘミア、ヘモフィルス等）

ウシウイルス性腸炎の予防不活化ワクチン（コロナ、ロ

タ等）

ウシ細菌性腸炎の予防ワクチン

胎子感染の予防ワクチン（アカバネ病、牛のチュウザ

ン、アイノウイルス等）

牛流行熱及びイバラキ病の予防ワクチン

ウシ突然死細菌の予防ワクチン（気腫疽、ボツリヌス、

クロストリジウム、炭疽等）

サルモネラ

その他

24

16

31

36

38

65

8

22

0

3

153

97

92

94

71

85

15

37

6

5

11

12

7

10

8

5

1

0

0

1

1

0

1

1

1

1

0

0

2

0

34

13

15

6

9

37

16

26

7

1

3

1

1

3

2

3

0

0

0

0

よく効果がある それなりに効果がある 効果が十分でない 効果がない わからない その他

4. ワクチンについて
3） 1）で選択したワクチンの接種効果をどのように感じていますか。（回答は1つ）

（件）

n=226

n=139

n=147

n=150

n=129

n=196

n=40

n=85

n=15

n=10

72.9%

63.2%

48.4%

47.4%

44.8%

41.6%

12.9%

27.4%

4.8%

使用率



カンピロバクター

サルモネラ

トリコモナス

リステリア

レプトスピラ

IBR

BVD

その他

特にない／わからない

18

129

7

20

40

62

194

29

59

5. 感染症対策等について
1） 海外で重要視されている感染症の中で、国内においても注視もしくはモニターすべき感染
症をお答えください。（回答はいくつでも）

（件）

5.8%

41.6%

2.3%

6.5%

12.9%

20.0%

62.6%

9.4%

19.0%

BLV（8）、口蹄疫（6）、マイコプラズマ（2）、
RS（2）、Q熱（1）、トレポネーマ（1）、ネオス
ポラ（1）、ボツリヌス（1）、丘疹性口炎（1）、
西部馬脳炎（1）

支持率



ワクチネーション

抗菌剤の投与

消毒等の衛生管理の徹底

病原体の摘発と陶汰

カウコンフォート

その他

255

74

242

139

139

24

5. 感染症対策等について
2） 感染症対策において効果的な対策は何ですか。 （回答はいくつでも）

（件）

82.3%

23.9%

78.1%

44.8%

44.8%

7.7%
栄養管理（10）、感染源の特定（2）、all in, all out
（1）、離農（1）、害虫対策（1）、初乳給与（1）、生
菌剤投与（サルモネラ対策として）（1）、密度（1）

支持率



往診の際の長靴、衣服等の消毒

直検手袋の交換

注射器・注射針の交換

非観血的処置における手袋・診療機器からの感

染の予防

観血的処置における手袋・診療機器からの感染

の予防

飼養衛生管理基準への認識と対応

その他

253

273

277

107

191

140

10

5. 感染症対策等について
3） 日常診療において、伝染病・感染症の予防を目的とした衛生的視点から重視しているもの
をお答えください。（回答はいくつでも）

（件）

81.6%

88.1%

89.4%

34.5%

61.6%

45.2%

3.2%

夏は白衣、冬はビニルつなぎに農家
ごとに交換（1）、畜主への啓蒙（1）、
当たり前のことをやる（1）、農家の意
識（1）

30% down

支持率



他の機関とも連携して積極的に関与

生産者の希望を受けて対策を講じる

日常診療の範疇で個体の治療にのみに専念

する

その他

特別、積極的な防除対策は講じていない

155

220

35

13

11

5. 感染症対策等について
4） 感染症の多発牛群への取り組みについてお答えください。 （回答はいくつでも）

（件）

50.0%

71.0%

11.3%

4.2%

3.5%

環境・飼料診断（1）、牛群監視を心が
けている（1）、搾乳立会（1）、診療セン
ター内で対策を共有（1）、組織の事業
として展開（1）、日常診療と同時に対策
を進めている（1）、農家への啓蒙（1）、
農場主との話し合い（1）、予防薬・ワク
チン推奨（1）、他機関との連携や予防

対策を行いたいが、実際には農家に実
効性が無いことがあります（1）

支持率



まとめ

全国の牛感染症の発症状況ならびにその対策、またその問題点を具体的な数値として表すことがで

きた。臨床獣医師の感染症に対する考え方を調査する上で重要な情報になると考えられた。

• 牛の3大感染症は乳房炎、下痢症、肺炎

• 問題となっている病原体は、畜産業の発展と共に常に問題となっているものであり、

その制御の難しさを示すとともに、現状のままでは解決されない問題であることを示

した。

• 感染症の拡大ならびに流行を多くの臨床獣医師が経験

• 感染症が拡大する前に畜産関係者が連携して、①迅速に診断しその対策を講じる

こと、②感染経路を理解しそれを遮断すること、この2点が重要であると考えられた。

感染症の発生状況と流行

• ワクチネーションと消毒等の衛生管理の徹底が感染症対策に効果的

• ワクチン効果について、「よく効果がある」と「それなりに効果がある」が大部分を占め

たが、その多くは「それなりに効果がある」と回答した。

• ワクチン関連企業や各研究機関は生産現場とより密接に連携し、これまで以上にワ

クチン効果はもちろん「使いやすい」ワクチンへと改良を進めていくことが必要と考え

られた。

• 衛生管理に関して、家畜保健衛生所等の家畜衛生の専門家との連携が期待され

た。

ワクチンと感染症対策

• 牛の3大感染症は乳房炎、下痢症、肺炎

• 問題となっている病原体は、畜産業の発展と共に常に問題となっているものであり、

その制御の難しさを示すとともに、現状のままでは解決されない問題であることを示

した。

• 感染症の拡大ならびに流行を多くの臨床獣医師が経験

• 感染症が拡大する前に畜産関係者が連携して、①迅速に診断しその対策を講じる

こと、②感染経路を理解しそれを遮断すること、この2点が重要であると考えられた。

感染症の発生状況と流行

• ワクチネーションと消毒等の衛生管理の徹底が感染症対策に効果的

• ワクチン効果について、「よく効果がある」と「それなりに効果がある」が大部分を占め

たが、その多くは「それなりに効果がある」と回答した。

• ワクチン関連企業や各研究機関は生産現場とより密接に連携し、これまで以上にワ

クチン効果はもちろん「使いやすい」ワクチンへと改良を進めていくことが必要と考え

られた。

• 衛生管理に関して、家畜保健衛生所等の家畜衛生の専門家との連携が期待され

た。

ワクチンと感染症対策

• 牛の3大感染症は乳房炎、下痢症、肺炎

• 問題となっている病原体は、畜産業の発展と共に常に問題となっているものであり、

その制御の難しさを示すとともに、現状のままでは解決されない問題であることを示

した。

• 感染症の拡大ならびに流行を多くの臨床獣医師が経験

• 感染症が拡大する前に畜産関係者が連携して、①迅速に診断しその対策を講じる

こと、②感染経路を理解しそれを遮断すること、この2点が重要であると考えられた。

感染症の発生状況と流行

• ワクチネーションと消毒等の衛生管理の徹底が感染症対策に効果的

• ワクチン効果について、「よく効果がある」と「それなりに効果がある」が大部分を占め

たが、その多くは「それなりに効果がある」と回答した。

• ワクチン関連企業や各研究機関は生産現場とより密接に連携し、これまで以上にワ

クチン効果はもちろん「使いやすい」ワクチンへと改良を進めていくことが必要と考え

られた。

• 衛生管理に関して、家畜保健衛生所等の家畜衛生の専門家との連携が期待され

た。

ワクチンと感染症対策
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